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特別展「江戸東京博物館コレクション～江戸東京のくらしと乗り物～」
「たてもの園住宅地」の開発
収蔵建造物紹介―たてもの園の看板建築たち ⑥植村邸
たてもの園ナビ 近日公開！！
令和６年度 事業予定
スケッチブック／たてもの園日誌
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都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
乗
り
物
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
時
代
に
よ
っ
て
も
車
種
は
独
特
で
し
た
。

乗
り
物
は
都
市
の
時
代
相
を
表
現
し
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
は
、
乗
車
し
て
い
る
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

時
代
が
遡
れ
ば
の
ぼ
る
ほ
ど
、
身
分
・
階
層
が
限

定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
の
法
制
す
ら
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
乗
り
物
の
運
行
に
伴
い
、
動
力
と
な
る
力
者
も

い
ま
し
た
。
無
論
、
乗
り
物
を
製
作
す
る
職
人
も
い

ま
し
た
。
乗
り
物
に
注
目
す
る
と
都
市
に
暮
ら
す
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
の
営
み
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

今
日
で
は
通
勤
・
通
学
さ
ら
に
は
お
買
い
物
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
の
場
面
で
、
一
人
乗

り
の
乗
り
物
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ト
バ
イ

や
自
転
車
な
ど
で
す
。
身
近
に
な
っ
た
乗
り
物
で

す
が
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
人
乗

り
の
乗
り
物
に
は
時
代
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

が
あ
る
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
「
乗
物
」

乗
り
物
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ま
ず
掲
げ
ら
れ
る
の
は
江
戸
東
京
博
物
館
の
常

設
展
示
室
を
飾
る
女
乗
物
ほ
か
の
江
戸
時
代

の
「
乗
物
」
で
す
。
江
戸
時
代
以
前
、
乗
り
物

と
言
え
ば
、
牛
車
・
輿
・
駕
籠
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
江
戸
で
は
、

露
出
し
て
乗
車
し
、
腰
を
お
ろ
す
床
が
狭
い

駕
籠
と
屋
根
や
四
壁
を
持
つ
「
乗
物
」
が
主
で

し
た
。
ど
の
場
合
も
自
走
す
る
も
の
で
は
な
く
、

動
力
に
は
人
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
大
半
の
乗
り
物
の
利
用
は
身
分
や

階
層
に
か
か
わ
っ
て
許
可
が
出
さ
れ
、
外
装
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
豊
臣
政
権
に
お

い
て
法
令
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
江
戸
時

代
の
武
家
諸
法
度
に
も
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
徳
川
家
康
で
さ
え
、
牛
車
の
利
用
は

征
夷
大
将
軍
に
任
官
し
た
時
に
朝
廷
よ
り
許
可

が
あ
っ
た
の
で
す
。
展
示
の
な
か
で
は
遠
山
景
元

が
病
の
た
め
に
、
馬
で
の
勤
め
が
適
わ
ず
、
療
養

中
に
限
っ
て
駕
籠
を
利
用
し
た
い
と
申
請
し
て
い

る
古
文
書
を
展
示
し
ま
す
。
果
た
し
て
景
元
は

ど
の
よ
う
な
病
の
た
め
に
申
請
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
事
情
は
展
示
室
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

多
く
の
武
士
が
集
ま
る
江
戸
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
乗
物
」
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
方
城
下

町
に
は
見
ら
れ
な
い
「
乗
物
」
の
景
観
が
江
戸
時

代
の
江
戸
に
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
の
登
場

江
戸
か
ら
明
治
へ
と
移
り
変
わ
る
と
、
駕
籠

や
「
乗
物
」
は
姿
を
消
し
ま
す
。
そ
の
様
相
は

当
時
の
日
本
橋
な
ど
の
名
所
を
描
い
た
錦
絵
に

窺
え
ま
す
。
画
題
に
は
自
転
車
や
馬
車
が
登
場

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
乗
り
物
の
登
場

は
時
代
の
転
換
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
自
転
車
は
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
鉄
砲
の
生
産
地
と
し
て
著
名
な

和
泉
国
堺
で
は
同
職
か
ら
の
転
換
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
展
示
で
は
近
江
国
長
浜
の
国
友
で
活
躍

し
た
鉄
砲
鍛
冶
に
よ
る
自
転
車
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
職
を
失
っ
た
鉄
砲
鍛
冶
職
人
が

製
作
に
か
か
わ
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

人
力
車
の
明
治
時
代

も
う
一
つ
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
乗
り

物
は
人
力
車
で
す
。
こ
の
人
力
車
も
明
治
と
い

う
時
代
の
な
か
で
進
化
し
ま
し
た
。
登
場
の
当

初
に
は
蒔
絵
人
力
車
と
呼
ば
れ
る
、
豪
華
に
蒔

絵
で
装
飾
さ
れ
た
人
力
車
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
い
は
技
法
的
に
女
乗
物
を
製
作
し
た
職
人

が
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

政
府
の
規
制
を
受
け
、
豪
華
な
装
飾
の
人
力
車

は
姿
を
消
し
、
黒
塗
り
の
人
力
車
が
主
流
と
な

り
ま
す
。

そ
の
人
力
車
生
産
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
銀

座
に
あ
っ
た
秋
葉
商
店
で
す
。
初
代
秋
葉
大
助

は
人
力
車
の
改
良
を
重
ね
各
地
に
供
給
し
ま
し

た
。
二
代
秋
葉
大
助
は
さ
ら
に
販
路
を
天
津
、

上
海
、
香
港
、
台
湾
、
さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
に

ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
葉
商
店
に
か

か
わ
る
館
蔵
資
料
を
展
示
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

鉄
道
の
時
代
へ

現
代
社
会
で
は
と
て
も
身
近
な
乗
り
物
で
あ

る
鉄
道
は
、
１
８
７
２
年
（
明
治
5
）
に
開
業

し
ま
し
た
。
お
よ
そ
29
㎞
あ
る
新
橋-

横
浜
間

を
53
分
で
結
び
、
画
期
的
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
車
の
運
行
開
始
に
加
え
、

馬
を
動
力
と
す
る
乗
合
馬
車
、
後
に
は
馬
車
鉄

道
が
登
場
し
ま
す
。
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
よ
り
、
馬
車
鉄
道
は
全
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

代
わ
っ
て
電
気
を
動
力
と
す
る
市
電
が
全
国
各

地
に
登
場
し
た
の
で
し
た
。

乗
り
物
の
変
遷
は
、
技
術
力
や
動
力
の
変
化

ば
か
り
で
は
な
く
、
背
景
に
あ
る
社
会
の
変
化

を
も
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
断
章
を
江
戸
東
京

博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
語
っ
て
い
ま
す
。

(
学
芸
員

齋
藤
慎
一)

〈
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
は
、
た
だ
い
ま
大
規
模
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
な
魅
力
を
と
も
な
っ
た

博
物
館
と
な
っ
て
、
２
０
２
５
年
度
に
再
開
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。〉

絵葉書 東京市電気局最新式ボギー車

初代秋葉大助肖像画
（展示期間：３／２３～５／２６）

蒔絵人力車　車体

２
０
２
４
年
（
令
和
６
）
３
月
23
日
（
土
）〜
７
月
７
日
（
日
）

江
戸
東
京
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョン

江
戸
東
京
の
く
ら
し
と
乗
り
物

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
開
園
30
周
年
記
念

人力車

東京日本橋之景（展示期間：５／２８～７／７）

黒塗牡丹唐草蒔絵雛道具 女乗物

初公開

 〈特別展〉



収蔵建造物紹介

東ゾーンの看板建築を紹介する本連載も、最後になり
ました。トリを飾るのは、植村邸です。もともとは

1927年（昭和2）、時計や貴金属を扱う商店として中央区新
富町（現、新富）に建てられた建物で、1998年（平成10）、
江戸東京たてもの園に移築されました。
　本連載の第3回でご紹介した丸二商店の向かいに建ち、
ともにファサード（正面外観）が銅で覆われています。丸
二商店が細かな銅板張りを連続させているのに対し、植村
邸は、木部を銅でくるんだような仕上げになっており、そ
れぞれ異なった職人技を堪能することができるでしょう。
　植村邸の平面形状はほぼ正方形で、お店部分の奥行き
がずいぶんと浅いのが特徴です。台所が建物の正面脇にあ
るのも看板建築にしては珍しく、これらは、建設当時から
店舗販売を行っていなかったことに関係すると思われます。
外観は、とても考え抜かれたデザインです。プロポーショ
ンの確かさもさることながら、庇

ひさし

の位置が、側面から正面
玄関へと少しずつ高まっていくデザインがみごとです（右
写真）。設計にあたったのは施主の植村三郎氏自身と考え
られていますが、既に失われた建物も含め、都内の看板建
築の中でももっとも完成度の高いものの一つでしょう。
　一方、１階部分が左右非対称なのに、2階から上が左右
対称なのは、とても重要なポイントです。実はこれ、日本
の伝統的な美意識の表れなのです。たとえば、京都の金
閣、銀閣、西本願寺飛雲閣は「京の三閣」として知られます。
いずれも左右対称を大胆に崩した構成が印象的ですが、よ
く見るとどの建物も最上層は左右対称になっています。植
村邸に見られるような、左右非対称の下層部に対称の上層
部を載せる構成は、室町時代以降の日本建築に通底してき

た重要な特質なのです。
　日本の伝統とモダンで自由なデザイン、その両方が見事
に融合した看板建築として、植村邸は特筆すべき建物と言
えるでしょう。

（研究員  米山勇）

たてもの園の看板建築たち

⑥植村邸 「たてもの園住宅地」の開発
江戸東京たてもの園  開園30周年

　
１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
３
月
２８
日
に
開
園
し
た
江
戸

東
京
た
て
も
の
園
は
、
３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
開
園
当
初
は
子
宝
湯
を
は
じ
め
と
す
る
東
ゾ
ー
ン
の
商

店
の
建
設
が
中
心
で
し
た
が
、
翌
年
か
ら
西
ゾ
ー
ン
の
整

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。【
写
真
１
】　
西
ゾ
ー
ン
は
、
い
わ
ゆ

る
武
蔵
野
の
雑
木
林
で
し
た
。
そ
の
樹
木
を
移
植
し
た
り

伐
採
し
た
り
し
な
が
ら
、
建
物
を
建
て
る
た
め
の
敷
地
を

整
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
東
ゾ
ー
ン
の
建
物
は
、
も
と
も
と
お
客
さ
ん
が
来
る
よ

う
に
作
ら
れ
た
「
商
店
」
だ
っ
た
の
で
、
商
売
が
わ
か
る

よ
う
に
展
示
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
し

か
し
、西
ゾ
ー
ン
の
建
物
は
、家
族
が
住
ん
で
い
た
住
宅
に
、

多
く
の
来
園
者
が
靴
を
ぬ
い
で
室
内
に
入
っ
て
見
学
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
展
示
方
法
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　
そ
の
最
初
の
建
物
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
５
年
（
平

成
７
）に
復
元
さ
れ
た
田
園
調
布
の
家（
大
川
邸
）で
す
。【
写

真
２
】　

こ
の
建
物
に
も
と
も
と
お
住
ま
い
だ
っ
た
大
川
ご

一
家
は
、
建
築
当
時
の
図
面
類
や
、
工
事
中
の
記
録
写
真

を
含
め
て
、
多
く

の
資
料
を
お
手
元

に
保
存
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
大
正

時
代
に
撮
影
さ
れ

た
古
い
写
真
に
写

っ
て
い
る
大
川
満

子
さ
ん【
写
真
３
】

は
、
復
元
工
事
の

こ
ろ
は
98
歳
。
お

元
気
で
わ
た
し
た

ち
に
当
時
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
田
園
調
布
で
建
設
工
事
を
し
て
い
る
と
き
、
床
板
を

は
る
た
め
に
接
着
剤
と
し
て
膠に

か
わを
煮
て
い
た
が
、
そ
の
匂

い
が
強
烈
で
と
て
も
臭
か
っ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
う

か
が
っ
た
の
で
す
が
、
た
て
も
の
園
で
の
工
事
の
と
き
、
わ

た
し
も
そ
の
匂
い
を
嗅
ぐ
こ
と
と
な
り
、「
大
川
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
は
こ
れ
か
！
」
と
、
同
じ
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。【
写
真
４・５
】

　
図
面
や
写
真
、
当
時
の
聞
き
取
り
な
ど
の
豊
富
な
情
報

の
お
か
げ
で
、
大
川
邸
の
展
示
は
充
実
し
、
そ
の
後
の
西

ゾ
ー
ン
の
住
宅
展
示
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

【
写
真
６・７
】

　
そ
の
数
年
後
、
隣
に
前
川
國
男
邸
の
建
設
工
事
が
始
ま

り
、
ま
た
翌
年
に
は
小
出
邸
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
雑
木

林
だ
っ
た
場
所
に
住
宅
が
林
立
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
る
で
、

本
当
の
郊
外
住
宅
地
の
開
発
と
同
じ
こ
と
が
た
て
も
の
園

内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
考
え
方
が
な
か
っ
た
時
代
、
家

族
が
住
ん
で
い
た
小
さ
な
住
宅
を
、
博
物
館
と
し
て
多
く

の
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
は
、ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
た
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
た
り
、
で
き
る
範
囲
の
工
夫
を

重
ね
て
い
ま
す
。
不
十
分
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
わ

た
し
た
ち
も
改
善
の
努
力
は
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。（

学
芸
員  

早
川
典
子
）

【写真2】大川邸工事開始（1994年）

【写真1】西ゾーン開発前の様子（1994年）

【写真3】台所に立つ大川満子さん（大川家所蔵写真）

【写真4】居間の寄木張り（1994年）

【写真5】床板をはるための膠を煮て
いるようす（1994年）

【写真７】大川邸居間（大川家所蔵写真）

【写真６】完成した大川邸

側面から正面玄関へと高まっていく庇

植村邸正面外観 正面脇に配された台所
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4月
13日（土）・14日（日)
伝統工芸の実演

5月
4日（土・祝）・5日（日・祝）
こどもの日イベント

こどもの日にちなんだ、昔のあそ
びやくらしの体験を楽しもう！　
11日（土）・12日（日)
伝統工芸の実演

 6月
8日（土）・9日（日)
伝統工芸の実演

 ７月
13日（土）・14日（日)
伝統工芸の実演

 8月
3日（土）・4日（日）
【夜間特別開園】 
たてもの園 下町夕涼み

下町の提灯のあかりや風鈴の音色
など夏の宵の風情をお楽しみくだ
さい。
10日（土）・11日（日・祝）
伝統工芸の実演

 9月
14日（土）・15日（日）
伝統工芸の実演

 10月
12日（土）・13日（日）
伝統工芸の実演

 11月
9日（土）・10日（日）
伝統工芸の実演
23日（土・祝）・24日（日）
【夜間特別開園】
紅葉とたてもののライトアップ

紅葉が深まる時季、色づく木々と
建物をほのかな光で美しく照らし出
します。

 12月
14日（土）・15日（日)
伝統工芸の実演

 1月
2日（木）・3日（金）
たてもの園でお正月

しめ飾りや門松が立つ園内で、獅
子舞や太神楽など新年にふさわし
い催しを行います。
11日（土）・12日（日)
伝統工芸の実演
13日（月・祝）
成人の日はたてもの園へ

ハレの日の記念に、人力車での園
内めぐりや昭和の写真館での記念
撮影ができます。

                                                                           

 2月
8日（土）・9日（日)
伝統工芸の実演

 3月
8日（土）・9日（日）
伝統工芸の実演
27日（木）・28日（金）
たてもの園フェスティバル

桜のつぼみがほころぶ季節に大人
も子供も楽しめるさまざまな催し
で盛り上がります。
28日（金）
たてもの園開園記念日
（入園無料）

伝統工芸の実演　
毎月第2土曜日と翌日曜日
東京の伝統工芸士による実演を見
ることができます。

ミュージアムトーク　
毎月第4土曜日
当園の学芸員、研究員、建築技術
専門員が展示や建造物について解
説します。

綱島家年中行事
梅の土用干し・盆棚飾り・十五夜
飾り・節分など、季節に応じた年
中行事の展示を実施しています。

※開催日や内容・名称が変更になるこ
とがあります。詳しくは公式ウェブサイ
トをご覧ください。写真は過去の催し
の様子です。

事業予定 202４年4月▶ 202５年3月
復元建造物や季節にちなんだ催事を開催します。

  展示年間スケジュール
江戸東京博物館コレクション  ～江戸東京のくらしと乗り物～ 3月23日(土)～7月7日(日)
 街に写真館のあった頃  ～常盤台写真場と昭和モダン～ 7月27日(土)～9月23日（月・休）
 武蔵野の歴史と民俗 ～「武蔵野郷土館」がのこしたモノたち～ 10月5日(土)～12月15日(日)
 江戸東京博物館コレクション ～江戸東京のくらしと食べ物～（仮称） 2025年3月20日（木・祝）～6月15日（日）

※画像は制作中の画面です。実際の画面とは異なる場合があります。7 6

　初めて行った施設が広いと、どのように回っていいかわからない場合がある
のではないでしょうか。江戸東京たてもの園も敷地面積７ヘクタールのなかに
30棟の復元建造物が立ち並ぶ比較的広い施設です。このような施設に対して
よく聞かれるのが「どのような順番で回ったらいいの？」や、「時間がないので
みどころだけ知りたい」といったご意見・ご要望です。確かに30棟の建物を、
建物の中に入れる場合はすべて入って見学すると、２時間以上はかかるので、
実はたてもの園って園内を歩くだけでも見どころいっぱいの施設なのです。
　そこで今回、これらのご要望に応えるべく導入するのが、たてもの園鑑賞支
援アプリ「たてもの園ナビ」です。「たてもの園ナビ」はお手持ちのスマート
フォンで二次元コードまたは公式ホームページから簡単にアクセスするだけで
ご利用いただけます。ご来園の方々の見学をこれまで以上にサポートできるシ
ステムで、下のような特徴があります。そしてもう一つ。「たてもの園ナビ」は
ダウンロードをしなくてもブラウザ上で動くアプリですので、お手持ちのスマー
トフォンの容量に負荷がかかることもありません。見たいときに簡単に見ること
ができる優れものです。
　たてもの園に見学の際には「たてもの園ナビ」をお試しください。

画面上の園内マップに
自分のいる場所が表示され、
見たい建物を探しやすい！
入園の際にお配りするパンフレットや
園内に設置している案内図もありま
すが、たてもの園ナビではＧＰＳを使
用して、ご自身がいる場所と見学し
たい建物の位置がわかるようになっ
ています。建物の一覧画面を開いて
見学したい建物をクリックしていただ
ければ、園内マップ上に現在位置と
目的の建物が表示されます。

建物ごとの一押しの
みどころを
お知らせします！！
建物にたどり着いて、建物を目の
前にすると、これってどこが特徴的
なの？という疑問がわきますよね。
そこで園内マップからその建物をク
リックすると、建物全体の概要と、
ここがみどころ！という説明が表示
されるので、見学のアシストとして
ご利用ください。

ＡＲで、
当時の様子などを
再現！！！
写真や映像などをもとに、実際に
は展示できない建物内部での生活
の 様 子など をAR（Augmented 
Reality＝拡張現実）を使って再現
します。スマートフォンの画面越し
に昔の生活の様子や、移築前の古
写真などをお楽しみください。

たてもの園ナビ
近日公開‼
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※ご来園の際は、最新情報を公式ウェブ
サイトでご確認ください。

2023年（令和5）

10/1（日） 都民の日〈入園無料〉

10/14（土）・15（日） 伝統工芸の実演「トンボ玉／木版画摺」

10/21（土）・22（日） 東京大茶会2023（主催：東京都、アーツカウンシル東京）〈入園無料〉

10/24（火）～29（日） 綱島家年中行事「十三夜飾り」

10/28（土）
 ミュージアムトーク「特別展『江戸東京博物館コレクション

～江戸東京のまちづくり～』みどころ」

11/11（土）・12（日） 伝統工芸の実演「刀剣研磨／べっ甲細工」

11/25（土） ミュージアムトーク「三井邸に刻まれた建築物語」

11/25（土）・26（日） 夜間特別開園 紅葉とたてもののライトアップ

11/30（木）～12/24（日） 綱島家年中行事「大根干し」

12/9（土）・10（日） 伝統工芸の実演「竹工芸／陶芸」

12/23（土） ミュージアムトーク「居酒屋・鍵屋」

12/25（月）～1/1（月・祝） 年末年始休園

2024年（令和6）

1/2（火）・3（水） 正月特別開園〈入園無料〉

1/8（月・祝） 成人の日はたてもの園へ

1/10（水）～1/14（日） 綱島家年中行事「小正月・繭玉飾り」

1/13（土）・14（日） 伝統工芸の実演「村山大島紬／型染・木版染」

1/27（土） ミュージアムトーク「ビジターセンター（旧光華殿）修繕工事」

2/3（土） 綱島家年中行事「節分」

2/10（土）・11（日・祝） 伝統工芸の実演「墨流し料紙／仏像彫刻」

2/24（土） ミュージアムトーク「高橋是清邸」

3/9（土）・10（日） 伝統工芸の実演「牙彫／鼈甲眼鏡」

3/16（土）～ 開園時間を夏時間に変更

3/18（月） 臨時開園

3/23（土）～7/7（日） 特別展「江戸東京博物館コレクション～江戸東京のくらしと乗り物～」

3/23（土）
 ミュージアムトーク「特別展『江戸東京博物館コレクション

～江戸東京のくらしと乗り物～』みどころ」

3/25（月） 臨時開園

3/27（水）・28（木） たてもの園フェスティバル

3/28（木） たてもの園開園記念日〈入園無料〉

建造物修繕などの工事　ビジターセンター（旧光華殿）　令和5年8月29日（火）～令和6年3月下旬

「伊達家の門」とオニヤンマ君（中心付近）

風を受けて回るオニヤンマ君

ズズメバチのこも巻き飾り

　
　  
　
　
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

伊
達
家
の
門
と
オ
ニ
ヤ
ン
マ
君

木
造
建
築
に
と
っ
て
虫
害
は
切
っ
て
も
切

り
離
せ
な
い
問
題
で
す
。
も
っ
と
も
有
名
な

の
は
シ
ロ
ア
リ
類
に
よ
る
木
材
の
食
害
で

し
ょ
う
か
。
た
て
も
の
園
の
よ
う
に
野
外
博

物
館
と
し
て
伝
統
的
な
木
造
建
築
を
展
示
し

て
い
る
場
合
、
直
接
的
な
い
し
間
接
的
に
様
々

な
虫
害
の
被
害
に
日
々
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
回
お
話
し
す
る
の
は
、
そ
ん
な
虫
害
の

中
で
も
危
険
性
が
最
も
高
い
ス
ズ
メ
バ
チ
に

つ
い
て
で
す
。
数
年
前
か
ら
毎
年
、
復
元
建

造
物
の
「
伊
達
家
の
門
」
周
辺
で
ス
ズ
メ
バ

チ
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
や
ら
屋
根
内
部
に
巣
を
作
ら
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
自
体
は

建
築
に
対
し
て
直
接
的
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
付
近
を

通
る
人
の
安
全
を
考
え
る
と
対
処
が
必
要
で

す
。
巣
そ
の
も
の
の
撤
去
は
屋
根
の
解
体
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
最
終
手
段
と
し

て
、
周
辺
に
罠
を
設
置
し
た
り
、
蜂
の
出
入

り
口
と
思
わ
れ
る
建
築
の
隙
間
や
穴
を
塞
い

だ
り
と
毎
年
手
を
尽
く
し
ま
し
た
が
良
い
効

果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今
年

度
は
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
ス
ズ
メ
バ
チ

の
天
敵
で
あ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
を
模
し
た
虫
よ

け
グ
ッ
ズ
の
「
オ
ニ
ヤ
ン
マ
君
」
を
投
入
。
風

に
揺
ら
れ
て
く
る
く
る
と
回
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
君

に
恐
れ
を
な
し
た
の
か
今
年
度
は
伊
達
家
の

門
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が
寄
り
付
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
の
効
果
は
分
か
ら
な

い
の
で
様
々
な
手
段
を
継
続
的
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
に
関
し
て

は
「
オ
ニ
ヤ
ン
マ
様
様
」
で
し
た
。

(

専
門
技
術
員

持
主
実)
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